
別府市立南小学校 
 
 
１ 組織的な授業改善の取組を行う 

２ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題の分析を行い、対応策を考え実施する。 

３ 補充学習の実施により、基礎・基本の定着を図る。 

４ 家庭学習の時間の確保と習慣化を図る。      

 
 
１ 授業改善 

  ○授業改善テーマ 

   見方・考え方を働かせ、進んで課題を解決する児童の育成 

      ～『学び合い』実践を通した授業イノベーション～ 

○授業改善の重点 

①ゴールが明確で、各教科の特質に応じた見方・考え方を働かせる課題の設定(つけたい力をもとに評価

規準を設け、児童にとってゴールが明確な課題を設定する。) 

②学習活動を深い学びへと高める振り返りの設定 

  ○取組内容 

   ①南小『学び合い』プランに沿って、つけたい力をもとに評価規準を設け、児童にとってゴールが明確な

課題を設定する。 

   ②視点を明確にした振り返りを行うことで、自己の学びを見つめ直させ、ノート等を通して評価を行う。 

  ○達成指標 

   ①南小『学び合い』プランに即した課題や評価規準を設定した授業を全職員が１日に１回以上行う。 

   ②児童の振り返り(ノート等)を個別に評価し、本時のねらいが達成されたかを１単元につき２回以上把握

する。 

  ◇課題設定のための『学び合い』ラーニングデザイン(※Ｐ２資料参照)を活用する。 

  ◇年間一人１回は互見授業を行い、南小学校授業観察(セルフチェック)シートを活用し、授業実践に生かす。 

 

２ 学力調査の活用 

学力調査の結果の分析(別府市テスト等を利用した経年比較や傾向)を行い、明らかになった課題について

は、具体的な対応策を考え、確実に実施する。 

 

３ 補充学習 

①単元末テストの結果をもとに、子どもの弱点を把握するとともに、補充プリントを朝の時間「ひふみタ

イム(算数プリント学習)」「南っ子タイム」や休み時間・放課後の補充学習を通して、基礎基本の定着を

図る。 

②「学習ひろば」(水曜日の放課後)に４年生を対象に、地域ボランティアの方が学習支援を行っている。

また、夏休みの 3日間「サマースクール」で国語・算数の苦手な単元の補充学習を行っている。 

   ③毎週水曜日、「にじのたね」(読み聞かせボランティアグループ)の方たちにより、全学級対象に読み聞

かせを実施している。 

 

４ 家庭学習 

①毎日、家庭学習の提出及び理解状況をチェックし、そのままにしないで徹底的にやり直しをさせる。内

容については、「家庭学習のてびき」に設定した学習時間に応じているか考慮し、工夫して出す。(例;国

語は、漢字だけでなく、文章題や言語事項なども出す。)  

②家庭学習については、「家庭学習の手引き(南小版)」を活用している。また、PTA 学級懇談の時に話題に

することで、家庭学習の習慣化につなげている。 

 

〈学力向上プランの概要〉 

〈効果のある取組事例〉 



〈資料：『学び合い』ラーニングデザイン例〉 

○年○組 算数 『学び合い』ラーニングデザイン 

指導者 ○○ ○○ 

題材名：小数×小数 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の実践に生かす 

指導事項の確認 

小数のかけ算が用いられる場を広げ，体
積の求積公式にも使えることを理解させ
る。             指導書 

教材の分析 
・辺の長さが小数の場合の直方体の体
積を求める。 

・10／12 時間目であり，「活用」的な
時間である。 

・安易に公式にあてはめるのではな
く，なぜそうしてよいのかの理由を
考えさせることが重要である。 

・公式を適用できる根拠は，測定単位
をその 1／100 の下位単位に設定する
ことで説明することができる。その
過程が教科書に記されている。 

評価規準 
辺の長さが小数の場合でも体積の求積公式が使えるということを，下位単位を用いて辺の長さを整数
にして計算することにより，乗法の意味を捉え直した上で理解することができている。 

子どもの実態把握 
〇小数×整数を問題なく解ける児童が多い 
〇前単元テストで１㎥＝１００００００㎤の正答率が高い。 
●１㎥＝１００×１００×１００＝１００００００㎤まで 
理解している児童は少数である。 

教師の願い 

期待される振り返り 

・辺の長さが小数でも，公式が使えることがわかりました。 

・ｍを㎝にすれば，整数で計算できて，そこからｍに直せば答えが出ました。 

付けたい力の明確化 
辺の長さが小数の場合でも体積の求積公式が使えるということを，下位単位を用いて辺の長さを整数
にして計算することにより，乗法の意味を捉え直した上で理解することができる。 

課題 
全員が，辺の長さが小数のときでも「たて×横×高さ」で体積が求められるということを，教Ｐ45の
１ア・イを使って２人に説明し，その後②イを解くことができる。 


